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社会福祉法人岳陽会  

ケ ア ハ ウ ス 慈 恩 

 

 

当事業所は介護保険の指定を受け、ご契約者に対して特定施設入居者生活介護・

介護予防特定施設入居者生活介護サービスを提供します。事業所の概要や提供さ

れるサービスの 内容、契約上ご注意いただきたいことを次の通り説明します。  

 

 

 ＊当サービスの利用は、原則として要介護認定の結果｢要介護」「要支援」と認定された

方が対象となります。要介護認定をまだ受けてない方でもサービスの利用は条件によ

り可能です。 
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ケアハウス慈恩（以下、『事業所』という）は、契約された入居者に対して特定施設 

入居者生活介護サービス及び介護予防特定施設入居者生活介護サービスを提供致しま

す。 

事業所の概要、提供されるサービスの内容、契約上注意して頂きたい事柄を説明致し

ます。 

 

 

１．事業者 

 １）法人名     社会福祉法人岳陽会 

 ２）法人所在地   〒４１６－０９０５ 

静岡県富士市五味島２７７番地の１ 

 ３）電話番号  (０５４５)６５－３３３３ 

      FAX番号  (０５４５)６５－３３３４ 

 ４）代表者氏名   理事長  遠藤 聡 

 ５）設立年月日   昭和６０年１１月９日 

 

 

２．事業所の概要 

 １）事業所の種類  特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護 

 ２）事業所の名称  ケアハウス 慈恩 

 ３）事業所の所在地 〒４１６－０９０５ 

            静岡県富士市五味島２８１番地 

４）電話番号  (０５４５)６６－０２００ 

FAX番号  (０５４５)６６－０２０１ 

 ５）管理者氏名   施設長  稲葉 征 

 ６）開設年月日   令和４年１月１５日 

 

＜運営方針＞ 

慈しみの心をはぐくみ、皆様のご恩に報いるために『慈恩』と名付けました。 

『 地域に根ざす たすけあい こころのふれあい ささえあい 』 

をテーマにし、自然に囲まれて利便性の中で生活できる居住空間を提供します。 

家庭的な雰囲気で楽しく潤いのある生活を過ごして頂けますよう、職員一同心をこめ

て対応致します。 

＜事業所の特徴＞ 

② ケアハウスの特徴を生かし軽介護度から入居でき、自立生活への援助を致します。 

②ユニット居住区域式（１ユニット８名～１０名）全室個室。 

③富士山を眺める談話室を設け、寛いで頂けます。 

④お食事は栄養士による献立にて健康面、味付け、食彩に配慮しご提供致します。 

⑤介護支援専門員の作成によるプランに対応し、安心のサービスを行います。 

また、その他のサービスについてもご相談に応じます。 
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３．利用対象者 

要支援１・２及び要介護１～要介護５までの方。 

 

４．施設の概要 

  敷   地  ３２６７．７３㎡ 

建物  構  造  鉄骨 造 ２階建 

延べ面積  ２０９６．４６㎡ 

 利用定員  ３０名  

 

(１)居室 

 当施設はユニットタイプとなっております。 

 入居される居室は、原則として個室となります。 

   （ご夫婦の場合でも１名１室となります。） 

居   室  １室（約１０．５畳） 

付帯設備 
 ＷＣ、洗面、キッチン、ナースコール 

 電話設置可能(個人契約)、テレビ設置可能 

 ＜ご利用注意事項＞ 

①ご入居者から居室の変更希望の申し出があった場合は、居室の全体の状況により

施設でその可否を決定します。また、ご入居者の心身の状況により、居室を変更

する場合があります。その際にはご入居者やご家族と協議の上決定致します。 

②居室の補修、改修、造作、模様替え等は施設長の承認が必要となります。その場

合、個人負担となりますが、退居時は原状に修復して頂きます。 

※尚、居室の変更、退居時等についての居室のクリーニングについては、ご負担い

ただきます。 

 

(２)主な設備 

食   堂 各ユニットに１室（計４） 

   リ ビ ン グ 各ユニットに１室（計４） 

談 話 室 
各ユニットに１室（計４） 

入居者同士の交流や、機能訓練等に利用 

浴室・脱衣室  個室 各ユニットに１室（計４） 

洗 濯 室  各ユニットに１室（計４） 

散 髪 室  １室 

一時介護室  有り 

ショート等居室 有り 

相 談 室  １室 

地域交流室  １室 

電   話  １階事務所前に公衆電話の設置有り 

自動販売機  有り 
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５．職員体制と勤務体制 

      当施設では、ご入居者に対して特定施設サービス等を提供する職員として、以下の

職員を配置しています。 

                          令和７年４月１日現在 

職 種 慈恩配置、及び勤務体制 

施設長(管理者) １名  ８：３０～１７：３０ 

計画作成担当者 １名 
 ８：３０～１７：３０ 

 ９：００～１８：００ 

生 活 相 談 員 ２名 

 ８：００～１７：００ 

 ８：３０～１７：３０ 

 ９：００～１８：００ 

介護・看護職員 ２０名 

早 出  ７：００～１６：００ 

日 勤  ９：００～１８：００ 

１０  １０：００～１９：００ 

１１  １１：００～２０：００ 

準夜勤 １４：００～２３：００ 

深夜勤 ２３：００～ ８：３０ 

機能訓練指導員 

(看護職員と兼務) 
１名 

 ８：３０～１７：３０ 

９：００～１８：００ 

栄養士・調理員 ６名  ６：００～１８：３０ 
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６．施設サービスの概要 

(１)食事について 

栄養士の作成する献立に基づき、ご入居者の身体状況および、嗜好を考慮し、栄養

のバランスのとれた食事を提供致します。 

○食事の不要な場合は、食材発注の都合上７日前までにお申し出下さい。下記内容

にて返金致します。申し出のない場合は、全額自己負担となります。 

※ 返金額 朝 １００円 昼・夕 １５０円 

○ご入居者の状態により、おかゆ・刻み等は別途自己負担なく対応致します。 

○行事食として松花堂弁当、選択食としてお楽しみメニュー等、毎月１回程度実施

します。 

○食事時間  ※ご希望時間につきましては可能な限り対応させて頂きます。 

朝食 （概ね） ７：３０  ～    ８：３０ 

昼食 （ 〃 ）１１：３０  ～  １２：３０ 

夕食 （ 〃 ）１７：００  ～  １８：００ 

 

(２)入浴について 

特定施設サービス計画に基づき実施致します。 

      ○入浴又は清拭を週２回行います。 

   ○状態に応じリフト浴で対応を致します。 

   ○基本的に１名のスタッフが誘導から介助までの対応を致します。 

 

 (３)排泄について 

   ○ご入居者の状態に合わせ、プライバシーに配慮し排泄介助を行います。 

 

 (４)整容について 

   ○清潔保持と快適な生活への配慮を行います。 

   ○シーツ・包布交換は週１回行います。 

 

 (５)機能訓練について 

   ○機能訓練指導員により、ご入居者の心身等の状況に応じ、日常生活を継続する為

に必要な機能維持の為の訓練を実施致します。 

 

(６)健康管理について 

○嘱託医師により月２回以上の回診を実施します。（医療費は自己負担） 

○定期健康診断を年１回実施します。 

○歯科医師により年２回の定期検診を実施します。（施設負担） 

      ○緊急の際には、ご家族・主治医または協力医療機関等に責任をもって引き継ぎ 

 致します。 

      ○感染対策委員会設置のもと、感染症の発症・まん延を防ぐため、随時研修を 

 行います。       
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嘱託医 

久保田敏彦（久保田内科クリニック院長）   回診日：隔週木曜日 

富士市五味島２７６－２   TEL：0545-60-7070 

 

協力医療機関        

川村病院              富士市中島３２７          TEL：0545-61-4050 

 田辺歯科医院      富士市永田町１丁目９０   TEL：0545-52-0300 

 

(６)生活支援等 

○生活相談と支援 

・ご入居者各自のニーズに答え、選択肢のもてる環境作りに努めます。 

・ご入居者が安全且つ安心した生活を送れますように、いつでも相談に応じます。 

・ご入居者が必要とする手続き等についてご入居者又はそのご家族が行うことが

困難な場合は、相談に応じます 

・必要に応じて、行政機関等の紹介を行います。 

    ○福祉用具について 

    基本的な福祉用具については、施設で準備しております。その他、ご希望のある

場合には相談に応じます。 

     ○退居後の支援 

ご入居者が心身等の理由により退居する場合には、その後の対応について必要な

相談に応じます。 

 

(７)社会生活上の便宜 

○施設での生活を楽しんで頂くために、レクリエーション・外出等の行事を行いま

す。（料金が発生する場合があります） 

○地域との交流の場を設けます。 

   ○施設内にて、菓子販売・ヤクルト販売・パン販売等を行います。 
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７．入居及び退居等の取り扱い 

  １）入居 

・入居決定に基づき、契約の締結を致します。その後入居となりますので、荷物の

搬入が可能となります。 

・入居に際して、身元保証人をご指名頂きます。 

※身元保証人の責務 

・施設においてご入居者の発生する責務については、連帯して負担して頂きます。 

・ご入居者の施設内での生活についての相談者となって頂きます。 

・ご入居者の身柄を引き取って頂きます。 

・ご入居者の所持品を期限内に引き取って頂きます。 

・ 身元保証人の住所等に変更が生じた時は、速やかに届出書の提出をお願いします。 

・身元保証人を新たに変更した場合は、契約の締結が必要となります。 

 

２）退居（契約の終了） 

・契約書第十四条から第十七条に定める事由によって、契約の終了となります。 

・契約の解除、終了の際には、居室内設備を原状に回復するか、それに要する費用

をご負担して頂きます。 

・退居日については、退居を希望する日の７日前までに届け出を行ない、ハウスク

リーニング実施後、契約の終了となります。（死亡時については、荷物の搬出後、

ハウスクリーニングを実施した日をもって退居と致します。） 

・認知症等の進行により、第三者に迷惑を及ぼす場合には、ご家族と協議の上退居

して頂く場合があります。 

 

３）入居後の要介護認定により、入居者の心身の状況が、非該当と判定された場合の 

入居の取扱い 

・介護保険法第八条及び法規則第十六条、第十七条、または介護保険法第八条の二

及び法規則第二十二条の十五、第二十二条の十六により、ケアハウスとして入居

の継続はできます。介護のサービスが必要な場合は、外部よりのサービスを調整

致します。（（介護予防）特定施設入居者生活介護のサービスは適用外となります） 

 尚、在宅生活への復帰を希望される場合は、御相談に応じます。  

 

８．ご入居者が病院等に入院された場合 

   当施設に入居中に医療機関等への入院の必要が生じた場合の対応は、契約書第十七

条をご参照下さい。 
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９．利用料金について 

①利用料金・・・『ケアハウス慈恩利用料金徴収要綱』に基づき、以下の通り納めて

頂きます。 ＊月々に必要な費用は別表をご参照ください。 

項  目 内  容 

 介護保険自己負担分 

介護度による費用となります。 

介護保険の 1割または一定以上の所得のある場合は 

2割、3割となります。 

（介護保険負担割合証に準じます） 

  
サービスの提供にかか

る費用  （事務費） 
軽費老人ホーム設置運営要綱に定める額となります。 

 
居住に要する費用 

     （管理費） 
家賃に相当するものです。 

 生活費 毎日の３食の食事代等（おやつ代 別途５０円/日） 

 生活品費  カーテン・寝具リース費等となります。 

 生活向上人件費加算分 手厚い人員配置に要する経費となります。 

 光熱水費他 
光熱水費１２,４００円、給湯器代２,０００円、夏季冷房

費として６月～９月、冬季暖房費として１１月～３月に月

額２,１５０円を負担して頂きます。  

選
択
に
よ
り
個
人
負
担
と
な
る
も
の 

教養娯楽費 誕生会・レクリエーション等の個人選択によるもの。 

防災費 必要の場合には希望をとります。 

介護材料費 オムツ代等 

特別食 お楽しみ食・治療食等 

医療行為に必要なもの 点滴・酸素等 

特別援助サービス費 介護保険以外のご入居者個人のサービス費。 

ウォシュレット 希望をとります。(１,０００円) 

新聞・電話 個人契約となります。 

③ 料金の支払い方法 

利用料金は一ヶ月毎に計算し、翌月 13日ころにご請求書を郵送致します。  

利用料金は、ご指定の口座から毎月 27日、自動引き落しになります。 

※引き落とし日が土・日・祝日の場合は翌日となります。 

    ※引落手数料につきましてはご負担いただきます。 
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１０．苦情処理 

 １） 当事業所における苦情の受付やご相談 

○苦情受付担当者 

   ケアハウス 慈恩     施設長  稲葉 征 

   電話番号 ０５４５－６６－０２００ 

 

○受付時間   月曜日～金曜日 

        ８：３０～１７：３０ 

 

○苦情解決責任者 

   社会福祉法人岳陽会 責任者 顧 問  渡 邉 睦 

   社会福祉法人岳陽会 責任者補佐 本部長  宮﨑 貴博 

 

○第三者委員 

   社会福祉法人岳陽会  監  事  遠 藤 一 紀 

   社会福祉法人岳陽会  監  事  鈴 木 孝 治 

 

２）苦情解決の手順 

   ご入居者からの苦情については、次の手順でお受けします。 

  ①ご入居者は苦情がある場合は、苦情受付担当者に申出する。 

  ②苦情受付担当者は、苦情の内容・原因、入居者の意向等を把握し苦情受付書に記入

するとともに、その内容を苦情解決責任者に速やかに報告する。 

   また、必要に応じて第三者委員及び保険者に報告する。 

  ③苦情解決責任者は、苦情対応委員会を開催し解決に向けて検討を行う。 

  ④苦情対応委員会の検討結果を基に改善等を行うとともに、苦情を申し出たご入居者

及び関係各所に報告し、これを記録する。 

  ⑤解決困難な場合は、第三者委員及び保険者に相談、助言、指導等を得て改善する。 

 

 ３）行政機関その他苦情受付機関 

  

 富士市福祉保健部 

    介護保険課 

 富士市永田町１－１００ 

 電話番号  （０５４５）５５－２８６３ 

 ＦＡＸ   （０５４５）５１－０３２１ 

 静岡県 

 国民健康保険団体連合会 

 静岡市葵区春日２－４－３４ 

 電話番号  （０５４）２５３－５５９０ 
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１１．重度化した場合における対応に係る指針 

１、医師や医療機関との連携体制について 

   ケアハウス慈恩では、ご入居者・ご家族の意向に添い看取り介護を実施いたしますが、 

  施設における医療機関との連携体制へのご理解をお願いします。 

   ・入退時には、必要な情報が共有出来る医療連携をとります。 

    ・夜間はオンコールにより、緊急時の対応をします。必要に応じて協力医療機関 

   （久保田内科クリニック）に連絡します。 

  ・看取り介護時は、状態変化を協力医療機関医師に随時連絡します。 

   ・施設では痛み、苦しみ等の緩和ができるような寄り添った支援を致します。 

   ・身体状態や病状の変化があり、治療により、回復の見込みがある状態になった場合 

     には専門医による治療をしていただきます。 

２、入院期間中におけるケアハウス慈恩の利用料等について 

・利用料金および入退院時の職員対応につきましては別表１、別表２に基づきます。 

３、看取りに関する考え方 

   看取り期（終末期）をどこで迎えるのか、ご入居者やご家族等にとって重大な事です。 

  〔治療〕や〔延命〕を重視すれば病院となりますし、住み慣れた自宅やケアハウス慈恩で、 

  ご家族・スタッフに囲まれて迎える場合もあります。ご入居者の病状や、ご本人・ご家族 

  の意向等様々な状況があり、それらを考慮した上での判断となります。終末期を迎えた 

  場合、安らかな最期を迎える事が出来るよう、ご家族と共に相談の上、医師、看護師、 

  相談員、ケアスタッフ、栄養士等にてチームケアを行います。 

① 医療処置をしても治癒の見込みがない方に対しては、ご入居者及びご家族等の希望が

あれば、住み慣れた当施設で最期を迎えられるよう支援させて頂きます。 

② 病気等により耐えられない苦痛を伴う場合や、ご入居者及びご家族等の希望がある 

場合には病院への搬送対応を致します。 

※ 別途、岳陽会看取り指針をご説明します。 

４、ターミナル期の援助方針 

・ご家族等や協力医、スタッフと終末期の迎え方について、話し合いを持ちます。 

・ご家族が付き添われる場合、一緒に過ごしていただくよう環境を整えます。ご家族に見 

守られて過ごす事が、不安な気持ちや孤独感を取り除く事になります。 

・室温・採光・換気等の調整、ベットサイドの整理整頓に配慮します。 

・スキンシップ、コミュニケーションによる継続的な見守りをします。 

・食欲不振の場合は、ご入居者の嗜好に合わせた食事を提供します。 

・経口摂取（水分・食事）が出来なくなった時は、無理な対応はせず、ご入居者の状態に

あった対応を行います。 

・苦痛の表情に対してはそばに寄り添い、声掛け、体位交換等、状態に配慮し対応します。 

・ご本人の負担を軽減するために、プライバシーを配慮した上で、苦痛を伴わない清拭・

更衣・排泄介助を行います。 

・時間にとらわれることなく随時スタッフが訪室し万全な対応を整えます。 
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１２．個人情報保護 

  ご入居者個人にかかわる個人情報については、別途定める『個人情報の使用に 

 係る同意書』に基づき、外部への漏洩防止に努めます。 

 

  ＜基本方針＞ 

   １．個人情報の適切な取得、管理、利用、開示、委託 

   ２．個人情報の安全性確保の措置 

  ＜利用目的＞ 

   ご入居者への介護サービスの提供に必要な利用目的 

   １．事業所内部での利用目的 

   ２．他の介護事業者等への情報提供を伴う利用目的 

     ①ご入居者の診療等に当たり、外部の医師の意見・助言を求める場合 

     ②損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又は届出等 

   ３．その他 

    １）法人内部での利用に係る利用目的 

     ①法人の管理運営業務のうち次のもの 

介護サービスや業務の維持・改善の基礎資料（広報誌等） 

当施設等において行われる学生等の実習への協力 

      当施設において行われる事例研究 

    ２）他の事業者等への情報提供に係る利用目的 

     ①事業所の管理運営業務 

      外部監査機関への情報提供 

 

１３．事故発生時の対応 

  施設内における事故発生の防止に全力で尽くしますが、事故発生時には迅速かつ的確

に被害の拡大を防止し、原因を明らかにして再発防止に努めます。 

  応急処置が必要な場合は、速やかな対応を行いますが、当施設で対応できない場合は、

協力医療機関へ転送いたします。また、状況により家族等身元保証人への連絡を行いま

す。 

 

１４. 身体拘束について 

  事業者は、原則としてご入居者に対して身体拘束を行いません。ただし、自傷他害等

のおそれがある場合など、ご入居者本人または他のご入居者の生命・身体に対して危険

が及ぶことが考えられるときは、ご入居者・ご家族に対して説明し同意を得た上で、次

に揚げることに留意し、必要最小限の範囲内で行う事があります。その場合は、身体拘

束の内容、目的、拘束の時間・期間、経過観察や検討内容を記録し、保存します。 

 また事業者として、身体拘束をなくしていくための取り組みを積極的に行います。 

 

１５．虐待防止について 

  当施設は、虐待の発生又はその再発を防止するため、当法人の「虐待防止マニュアル」の

基本的な対応に従って、委員会の設置、指針の整備、研修及び訓練の実施等を行います。 
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１６．損害賠償 

  当施設において、事業者の責任によりご入居者に生じた損害については、事業者は 

 速やかにその損害を賠償いたします。守秘義務に違反した場合も同様とします。 

 ただし、その損害の発生について、ご入居者に故意又は過失が認められる場合には、

ご入居者の置かれた心身の状況を斟酌して相当と認められる場合には、事業所の損害 

賠償責任を減じる場合があります。 

 

１７．非常時・災害時の対応 

  地震等の大規模災害に備え、別途定める『防災規程』に基づき、被害の未然防止に 

 最大限努めます。 

      ○防災訓練 

        ・ご入居者がいざという時にも安全・迅速な行動がとれますよう、原則とし毎月 

     １回、夜間及び昼間を想定した避難訓練を実施いたします。 

        ・９月、１１月には、総合防災訓練を実施致します。 

   ○近隣との協力関係 

        ア 非常時に近隣住民の支援を得るため、富士北地区と富士駅北地区との連携を 

      密に致します。 

    イ 運営推進会議を定期的に開催し、地域との情報共有に努めます。 

   施設内設備 

設  備  名  称 個 所 等 

消火器（施設内） １４本 

 〃 （施設外） １本 

散水栓 ７本 

スプリンクラー設備 あり 

自動火災報知器設備 
３ヶ所 

（事務所・１Ｆ・２Ｆ） 

ガス漏火災警報設備 
３ヶ所 

（事務所・１Ｆ・２Ｆ） 

消防機関通報設備 あり 

非常警報器具・設備 あり 

誘導灯・誘導標識 １４ヶ所 

防排煙制御設備 あり 

非常電源（自家発） あり 

セコム設備 あり 

非常階段 ３ヶ所 

非常口 ５ヶ所 

非常用照明 
各居室 

その他廊下等 

レスキューシート 各居室 
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１８．当施設ご利用の際の留意事項 

来訪・門限 

来訪時は、面会票にご記入下さい。 

門限は特にありませんが、防犯上 17時 30分～翌朝 8時

30分まで正面玄関は施錠しています。 

外出・外泊 

外出・外泊は自由ですが、次のことを心がけて下さい。 

外泊の場合は、食事を止める必要がありますので、帰宅

時間を職員に申し出るとともに、あらかじめ「外泊届」 

にご記入のうえ、ご家族との同伴でお願い致します。 

尚、お一人での外出は、ご家族の同意をいただきます。 

施設設備の利用 

施設内の居室や設備器具は、本来の用法に従ってご利用

下さい。これに反した使用により、破損等が生じた場合

には、賠償して頂くことがあります。 

衛生保持 
生活環境の保全の為、事業所内の清潔・整頓等環境衛生

の保持にご協力いただきます。 

喫煙・飲酒 
所定の場所及び時間以外は居室内を含み、禁煙・禁酒に

ご協力いただきます。 

迷惑行為 

騒音・暴行・徘徊等、他者への迷惑となる行為が生じ、

対応が困難となった場合には一時介護室利用、居室変

更、または他サービス利用の検討となります。 

所持品の管理 基本的に、ご入居者、ご家族での管理となります。 

現金・貴重品の管理 基本的に、ご入居者、ご家族での管理となります。 

宗教・政治活動 施設内での活動はご遠慮下さい。 

動物飼育 施設内ではペットの持ち込み、飼育はご遠慮下さい。 

駐車場 
当施設駐車場で起きましたトラブル、事故については一切

の責任を負いかねますので、安全にご配慮下さい。 



 

                                                   

＊重要事項にかかる内容については、情報公表制度に基づき、静岡県ホームページ

(http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php)に掲載されていますが、第三者評

価事業については実施していません。 

 

特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護サービスの提

供につき、本書面に基づき重要事項の説明を行いました。 

 

 説明同意につきましては、別紙「サービス提供にかかる契約及び同意書」

によるものとします。  

 

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php

